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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 8年 1月 

〔漁 業〕 

・ 1月の漁獲量は､前年を1,103㌧上回り､漁獲金額は前年を4億4,800万円上回った｡漁獲量では､底

曳網漁､タコ漁､エビ籠漁､ホッキ漁､カニ漁､昆布が前年比増加､カレイ漁､タラ･スケソウ漁が減

少している｡漁獲金額では､底曳網漁､タコ漁､エビ籠漁､タラ･スケソウ漁､カニ漁､昆布が前年比

増加､カレイ漁は減少している｡広尾地区の底曳網漁が好調となり､前年比で漁獲量は891㌧増加､

漁獲額で8,500万円の増加となっている｡また､えりも地区では､昆布の出荷が大幅に増え､出荷量

は237㌧､金額は6億4,800万円となった｡ 

〔軽種馬生産業〕 

・ 浦河町軽種馬生産振興会青年部主催の令和8年度種牡馬視察研修が1月27日開かれ､新ひだか町静

内の日本軽種馬協会静内種馬場を皮切りに6カ所を回って新種牡馬の特長など見識を深めた｡サ

ラブレッドの出産・種付けシーズン本格化を前に､各種馬場でけい養されている種牡馬の血統背

景や現役時代の実績などセールスポイントを聞き､配合の参考とするもの｡ 

・ 三石軽種馬生産振興会の令和7年度通常総会が開かれ､8年度事業計画などを承認した｡昨年の北

海道市場での三石産馬の販売実績は､341頭が上場して275頭を売却｡売却総額は前年比7,623万円

減の20億7,361万円(税込)､売却率は同4.0ポイント減の80.6％だった｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の1月中発注額は8百万円で､前年を1億2,200万円下回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の1月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請

負金額)は9,800万円で前年を9億1,100万円下回った｡ 

・ 1月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､0件で､前年を1件下回った。 

〔小売業・飲食業〕 

・ 本格インド料理を味わえるレストラン｢ＯＤＩＳＨＡ｣(オディッシャ)が昨年12月18日､新ひだ

か町静内御幸町2の国道沿いにオープンした｡インドの5つ星ホテルで腕を磨いたシェフが10種

類以上ものスパイスを調合して作る本格インドカレー約30種類を提供する｡ 

〔観光・その他〕 

・ 浦河町では､新年恒例の｢騎馬参拝｣が2日行われ､町民や馬産業の関係者らが人馬の無病息災を

祈った｡明治期から続く伝統行事で､今年で117回目｡また､初日の出スポットの襟裳岬には1日朝､

町民や観光客ら約800人が集まったが､厚い雲に遮られ｢ご来光｣を拝むことはできなかった｡ 

〔雇 用〕 

・ 1月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区､全道ともに前年を下回った｡ 

〔総 括〕 

・ 建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を9億1,100万円下回り､町

発注工事は前年を1億2,200万円下回った｡漁業の漁獲量は､前年を1,103㌧上回り､漁獲金額は､前

年を4億4,800万円上回った｡漁獲量では､底曳網漁､タコ漁､エビ籠漁､昆布が増加｡漁獲額では底

曳網漁､タコ漁､エビ籠漁､タラ･スケソウ漁､カニ漁､昆布が増加している｡依然物価の高騰､食料

品の値上げが家計を圧迫している｡今後の動向を見ても､3,500品目以上の食料品の値上がりが確

定しており､今後も個人消費動向の低迷は続くとみられる｡飲食店等は､原材料の値上がりや物価

高騰、固定費負担も増し低迷感はまだ続くと予想される。また､各町では2月以降､物価高騰対策

として､地域経済への波及効果を狙う､地域商品券や食料品､現金給付等の事業を実施する｡ 
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〔沿岸漁業〕カレイ､タコ､ホッキ漁等｡〔沖合い漁業〕底曳網､カニ､ツブ､タラ･スケソウ漁等｡ 

令和8年1月の総漁獲量4,491㌧･総漁獲額17億8,400万円(前年同月比1,103㌧増･4億4,800円増)｡ 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

底曳網漁………  1,591ｔ ・ 190百万円 ( 前年同月比  1,125ｔ増 ・  104百万円増 ) 

カレイ漁………    146ｔ ・ 104百万円 ( 前年同月比     58ｔ減  ・   23百万円減 ) 

タコ漁…………    168ｔ ・ 127百万円 ( 前年同月比     53ｔ増  ・   47百万円増 ) 

ツブ漁…………     71ｔ ・ 44百万円 ( 前年同月比    3ｔ増 ・    増減なし ) 

ウニ漁…………    3ｔ ・ 23百万円 ( 前年同月比    2ｔ増 ・   12百万円増 ) 

エビ籠漁………    64ｔ ・  70百万円 ( 前年同月比    37ｔ増  ・   43百万円増 ) 

ホッキ漁………    26ｔ ・  14百万円 ( 前年同月比    17ｔ増  ・   10百万円増 ) 

タラ・スケソウ漁 1,892ｔ ・ 238百万円  ( 前年同月比  126ｔ減  ・   34百万円増 ) 

メヌケ漁………      3ｔ ・   8百万円  ( 前年同月比     1ｔ増  ・    4百万円増 ) 

カニ漁…………    174ｔ ・ 206百万円 ( 前年同月比     17ｔ増  ・   55百万円増 ) 

昆 布…………   267ｔ ・ 734百万円 ( 前月同月比     54ｔ増  ・  168百万円増 ) 

その他………･･     86ｔ ・  26百万円 ( 前月同月比     22ｔ減  ・    6百万円減 ) 

※エビ籠漁は､ほとんどがオオズワイガニの漁獲となっている。 

 

えりも岬地区 赤潮被害のウニ漁が再開 

令和3年9月に大量発生した赤潮で壊滅的な被害を受けたウニが､えりも町内沿岸で順調に回 

復傾向にある｡このうち､えりも岬地区では昨年12月からウニ漁を再開し､順調な生産を挙げ 

ている｡資源回復には､国と町の支援を受けて､えりも漁協がウニ種苗センターで稚ウニを生 

産して沿岸海域に稚ウニを放流してから3年が経過した｡うち､えりも岬ウニ部会では32隻が 

操業中で､6月までの漁期間に3㌧の水揚げを目標とし､今月現在で1.8㌧を生産し､16日は645 

㌔の生産で､卸値は1㌔7,700円｡吉井部会長は｢ウニ種苗生産の国の補助は終了したが､町か 

らは引き続き支援を受けられそうなので期待している｡えりもの3大イベントのウニまつり 

を1年でも早く復活させたい｣と話していた｡ 

 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業・農業〕 

・ 1月12日にＪＲＡ京都競馬場で行われた第60回シンザン記念(ＧⅢ)表彰式で､浦河町の2025年度

ミスシンザンの山田海優さんと浅田みどりさんの2人がプレゼンターを務め､町の魅力を全国に

ＰＲした｡ミスシンザンの2人はレース前日の11日に京都競馬場に入り関係者を訪問｡レース当日

の12日は､同競馬場で日刊スポーツ主催の抽選会に参加｡当選者に日高昆布や日高昆布ラーメン

などをセットにした景品50セットを町のパンフレットとともに配布し､浦河町をＰＲした｡抽選

会後はＫＢＳ京都のＶＴＲ撮影やＭＢＳラジオの出演・取材の対応をした｡レースは安平町早来・

ノーザンファーム生産のサンダーストラックが優勝した｡表彰式でミスシンザンの2人が､馬主や

騎手､調教師などの関係者に優勝カップと浦河町から副賞として日高昆布500㌘を贈った｡ 

・ 浦河町の浦河第二中学校に通う3年の茂木陸斗さん(15)が､日本中央競馬会(ＪＲＡ)の競馬学校

(千葉県白井市)騎手課程に合格し､午年の2026年に夢へのゲートを開く｡幼いころに競馬場で見

て憧れた騎手を目指すため､小学2年で母の一美さん(50)と一緒に千葉県我孫子市から移住｡厳し

いトレーニングを重ね｡競争倍率21.6倍の難関を突破した｡｢日本一の騎手になる｣と7年間過ごし

た馬産地への恩返しを誓う｡ 

・ 静内農協のブランド米「万馬券」が発売開始から30周年を迎えた｡1995年(平成7年)に発売が開

始された「万馬券」は静内産米「ななつぼし」を使用し､農林水産省の新ガイドラインに基づく

特別農産物栽培で生産されている｡化学肥料の使用量を50％に低減し､各ほ場に合わせて最大限

の有機質たい肥や有機物肥料を使用するなど､環境と品質の両立を図るほか､精米タンパク含有

量6.8以下の基準を設けるなど､町農協が定める厳しい品質基準をクリアしたものだけが「万馬

券」として出荷される｡甘みと粘りがあり､冷めてもおいしい食味が特徴で､現在は静内地区8戸

の農家が毎年1,800俵ほどを生産し､農協に出荷している｡ 

 

〔花き栽培〕 

・ 1月の花き出荷実績は､8万本､金額 1,076万円(前年同月8万本､1,492万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の1月中の請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､ 

9,800万円で､前年同月比9億1,100万円減少した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和8年1月） 

  

  

工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数 土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 1 0 1 2 2 0 3 5 0 

浦 河 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

様 似 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

えりも町 0 1 0 1 0 3 0 3 0 
広 尾 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 1 1 1 3 2 3 3 8 0 

・ 1月中町発注工事(新ひだか～広尾地区)は8百万円となった｡(前年同月 1億 3,000万円)｡ 

工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は4件下回り､金額は1億2,200万円下回った｡ 

・ 1月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は0件で､前年を 1件下回った｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材1月の出荷状況(広尾地区)は､数量が420㌧(前年421㌧)で前年比0.2％の減少｡ 

出荷金額は1,090万円(同992万円)で前年比9.9％の増加｡ 

〔製 材〕 

・建材(様似地区)の1月受注は前年同月並み｡プレカット材は受注なく生産を停止している｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜類は､道外産が主体となっている｡北海道産はゴボウ､ニラ､ジャガイモ等が出荷され､他は 

本州産となっている｡果物は､本州産のミカン､イヨカン､リンゴ､イチゴ等が出荷されている｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・ 日高コンブと食パンが異色のコラボ｡高級食パン専門店｢乃が美｣などを全国展開する乃が美ホ 

ールディングス(ＨＤ､大阪市)が､町内井寒台地区で採れたコンブを使った新商品｢出汁『生』 

食パン｣を今月､期間限定で発売した｡同地区は日高管内で最も良質なコンブが採れる｢特上浜｣ 

として知られ､町は｢浦河のコンブの魅力を全国に発信できれば｣と期待を込めている｡  

・ 新冠町で､地元食材を使うレストランやエゾシカ革を使用する革工房を備えた施設｢ＮＩＫＡ 

Ｐ(ニカプ)｣が2月22日､町中央町8にオープンする｡地域の製品や食材の魅力を発信するこ 

とを狙い､町内の企業が計画した｡食事や革製品の購入に加え､革の小物作りといった体験イベ 

ントも楽しめる予定｡日高管内の情報を発信するウェブマガジン｢Ｈⅰ— ＭＡＧ(ハイマグ)｣の 

運営などを行う町内企業の｢ＮＯ ＢＯＲＤＥＲ(ノーボーダー)｣が､本年度中に予定される日 

高自動車道の新冠インターチェンジの開設に合わせて計画した｡  

 〔観光・その他〕 

・ 馬産地の浦河町で新春恒例の｢騎馬参拝｣が2日､西舎神社で行われた｡今年で117年目を迎える 

伝統行事に地域住民や帰省中の家族連れ､馬産業関係者､競馬ファンら約400人が訪れ､1年の多 

幸と無病息災を祈念した｡明治40年に町内西舎に国の日高種馬牧場が開設されて以来続く伝統 

行事｡西舎神社は､主神に牛馬主語の神として広く崇敬を集めている福島県相馬郡中村の相馬中 

村神社の祭神・天御中神(あめのみなかぬしのかみ)､相殿神として全国の産馬改良に尽力した 

藤波言忠大人命､元浦河支庁長の西忠義大人命の御三神体を祭っている｡この日は､日高育成牧 

場からサラブレッドなどの乗用馬8頭とポニー8頭が出発し､ＢＴＣ調教センター､うらかわ優 

駿ビレッジアエル､ピスカリの森を通る約７㌔の道のりを経て大勢の観客が待つ西舎神社に到 

着した｡神社では､礼節を重んじて本殿の前で下馬し､観覧者も含め全員で柏手を打って今年１ 

年の目標成就と無病息災を祈願した｡ 

・ 道内屈指の初日の出スポット､襟裳岬の元旦は雲に被われて明けた｡夜半からの風雪の中､午前 

  5時半ごろの夜明け前の岬駐車場は札幌や帯広ナンバーの車200台以上でほぼ満車状態｡町民 

や観光客約800人は､東の空がかすかに白み始めたころ､風の館展望台や岬突端で肩を寄せ合い 

ながら初日の出を待ったが､初日の出時刻の午前6時53分になっても､水平線上の雲は途切れ 

ることなく｢ご来光｣を拝むことは出来なかった｡気温氷点下7度､風速10㍍の中で初日の出を 

待った観光客たちは､同7時半過ぎに暖を求めて臨時開館の風の館に入館し､町内の漁業者が無 

償提供したオオズワイガニのかに汁を町地域おこし協力隊員2人が無料で振舞った｡早朝から 

臨時開店した岬駐車場のえりも観光センターでも､多くの観光客が駆け込むように入店して活 

気づいた｡ 
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  ションにも力を入れる｡ 

   

〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ､(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､1件(前年同月1件)､負債総額2,000万円､(同3,900万円)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は17件(前年同月17件)､負債総額は6億500万円(同15億7,600万円)､倒産件数

は前月比10件の減少､前年同月と同数となった｡ 

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は887件(前年同月840件)､負債総額は1,198億1,500万円(同1,214億4,900万円)｡

倒産件数は前月比41件減少､前年比で47件の増加となった｡        （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 1月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.59倍で､前年を0.15ポイント下回り､前月を0.34ポイン 

 ト下回った｡有効求人数は830人で前年比135人の減少､前月比53人の減少となった｡有効求職者数 

は523人で前年比33人の減少､前月比で66人の増加となった｡全道の月間有効求人倍率は0.88倍 

で､前年を0.07ポイント下回り､前月を0.05ポイント下回った｡ 

 
 

 
管内生産馬 中央競馬重賞レース優勝馬 
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    ジェイエス冬季繁殖馬セール 
  ジェイエス主催の2026冬季繁殖馬セールが1月21日､北海道市場で行われた｡上場頭数は前 

年より3頭少ない35頭(受胎20頭､空胎15頭)で､24頭(受胎11頭､空胎13頭)が落札された｡売却率

は68.6％(前年68.4％)｡売却総額は9,710万円(税別)だった｡受胎馬は20頭上場のうち11頭が落

札された｡売却率は55％で売却総額は3,650万円だった｡空胎馬は15頭上場のうち13頭が落札さ

れ､売却率は86.7％｡売却総額は6,060万円と落札頭数､売却率ともに受胎馬を上回った｡ 

最高価格となったのはこの日最後に登場した､上場番号211番ピカリ(5歳､父トワーリングキャ

ンディ､母ローデイション＝コングラツ)で､未供用の米国産馬｡100万円からスタートしたせり

は､300万円あたりから一気にヒートアップ｡最後は ハクレイファームが3,100万円で落札し

た｡ 

         ジェイエス冬季繁殖馬セール年度別成績表    (円＝税別) 

開 催 年 
上 場 

頭 数 

売 却 

頭 数 
売 却 率 売 却 総 額 最 高 価 格 

2022 22 17 77.3％ 112,020,000 66,000,000 

2023 25 23 92.0％ 273,290,000 150,000,000 

2024 39 24 61.5％ 200,310,000 145,000,000 

2025 38 26 68.4％ 109,900,000 31,000,000 

2026 

受胎馬 20 11 55.0％ 36,500,000 10,000,000 

空胎馬 15 13 86.7％ 60,600,000 31,000,000 

合計 35 24 68.6％ 97,100,000 31,000,000 

 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 8 年 1 月末現在)                 (単位：人) 

町 村 名 
人         口 世         帯 

人    数 前年同月比 前 月 比 世 帯 数 前年同月比 前 月 比 

平 取 町 4,368 -69 7 2,380 0 6 

日 高 町 10,734 -144 -33 6,194 2 -30 

新 冠 町 4,942 -40 -1 2,808 30 0 

新 ひ だ か 町 19,754 -441 -31 11,190 -79 -11 

浦 河 町 11,015 -189 -13 6,618 8 -10 

様 似 町 3,668 -107 -12 1,995 -35 -11 

え り も 町 3,937 -102 3 1,947 -32 4 

日 高 地 区 合 計 58,418 -1,092 -80 33,132 -106 -52 

広 尾 町 5,719 -159 -13 3,106 -19 -6 

大 樹 町 5,168 -86 0 2,795 -14 3 

日高･十勝地区合計 69,305 -1,337 -93 39,033 -139 -55 

札 幌 市 1,953,614 -496 -974 1,122,126 9,019 -501 

江 別 市 117,663 -271 -98 59,993 200 -66 

石 狩 市 56,757 -306 -87 28,763 85 -30 

北 広 島 市 56,092 -331 -17 28,567 201 -20 

恵 庭 市 70,114 -283 -45 36,451 313 -12 

千 歳 市 96,958 -298 -49 52,772 495 -14 

石 狩 地 区 合 計 2,351,198 -1,985 -1,270 1,328,672 10,313 -643 

苫 小 牧 市 163,961 -1,449 -150 91,516 179 -42 

厚 真 町 4,205 -13 -13 2,111 11 -5 

む か わ 町 7,063 -135 -28 4,012 -15 -21 

胆 振 地 区 合 計 175,229 -1,597 -191 97,639 175 -68 

営 業 区 域 合 計 2,595,732 -4,919 -1,554 1,465,344 10,349 -766 

        (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和8年1月)  

     （単位：人、％） 

 浦 河 職 安 全   道 前 年 同 月 比 前 月 比 

月 間 有 効 求 人 数 830 70,900 -135 -4,252 -53 -1,812 

月 間 有 効 求 職 者 数 523 80,286 -33 1,552 66 2,118 

月 間 有 効 求 人 倍 率 1.59 0.88 -0.15 -0.07 -0.34 -0.05 

                                               (資料出所:北海道労働局) 

 

３ 企業倒産状況(令和8年1月)                                        
（単位：件、百万円） 

 件 数 金     額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業      種 地   区 

苫小牧管内 1 20 0 -19 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 17 605 0 -971   
全   国 887 119,815 47 -1,634   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 

 



７ 

 

 

 
４ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和8年1月末) 

（単位：百万円、％） 
預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

190,319 3.97 -0.69 59,135 0.22 0.24 

                                  （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

 

５ 町発注工事 (令和8年1月)                         （単位：百万円） 

(資料出所：各町) 
 
 
 

６ 建築確認申請 (令和8年1月) 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

(資料出所：各町) 

 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和8年1月中の気象状況                         (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本    年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 -2.8 45.0 136.8 -0.4 132.4 96.3 

広   尾 -3.9 34.5 186.9 0.3 48.2 112.5 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

 

 1月 累  計 前年同月 前年同月累計 

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 

新ひだか町 2 5 80 2,136 1 59 77 2,844 

浦 河 町 0 0 89 1,329 5 57 94 1,413 

様 似 町 0 0 30 1,079 1 14 34 2,028 

え り も 町 1 3 30 527 0 0 38 569 

小 計 3 8 229 5,071 7 130 243 6,854 

広 尾 町 0 0 34 744 0 0 44 1,646 

総 合 計 3 8 263 5,815 7 130 287 8,500 

 
1月 累 計 前年同月 前年累計 

件 数 件 数 件 数 件 数 

新ひだか町 0 11 0 12 

浦 河 町 0 8 1 16 

様 似 町 0 1 0 2 

え り も 町 0 5 0 2 

小 計 0 25 1 32 

広 尾 町 0 6 0 7 

総 合 計 0 31 1 39 



８ 

 

 

 

 
新冠ＩＣが２月２８日(土)１５：００にいよいよ開通！！ 

日高振興局からのお知らせ 



９ 

 

飲酒運転根絶ロゴマーク 飲酒運転根絶ロゴマーク 



 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 1 番地 2（仮店舗） ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1 丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1 丁目 1 の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197 の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM え り も 支 店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170 の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7 の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4 条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

   

 

ATM 営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM 稼動店：本店(仮店舗)･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM 稼動店：本店(仮店舗)･静内支店 

日曜･祝日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

日高徳洲会病院内 ATM 日高郡新ひだか町静内こうせい町 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 土曜 9：00～17：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

     

          業務部地域貢献課 
             〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

             電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

             URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4 階 

 


